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平成 18 年度一万人アンケートの実施結果について〔概要〕 

 

一万人アンケートは、県民の皆さんの県行政の各分野に対する満足意識、重要意識等を把握し、

県政運営に活用するため実施しています。このたび、平成 18 年度の結果をとりまとめましたので

その概要を報告します。 

 

 

１ 三重県の住みやすさについて 

 

（１）三重県の住みやすさについての評価（集計資料ｐ1） 

県全体で、三重県は住みやすいと答えた方の割合は、81.7％となり、前年に比べ 3.2％減少しま

した。   

(｢とても住みやすい｣と｢住みやすい｣の回答を合わせたもの) 

 

 

（２）今後の定住意向について（集計資料ｐ3）  ※ 15 年度からの調査項目 

今後も三重県に住みたいと答えた人の割合は 76.7％となり、昨年度より 1％減少しています。 

調査年度 Ｈ15 Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 
｢今後も三重県に住みたい｣
と答えた方の合計 

80.2％ 76.1％ 77.7％ 76.7％ 

(｢今の場所に住み続けたい｣と｢三重県内の別の場所に住みたい｣の回答を合わせたもの) 

 

 

２ 県行政全般に対する満足意識、不満意識 

県行政全般に対する満足（不満）意識を、44項目における満足意識、不満意識の平均でみてみる

と、満足意識はわずかに増加し、不満意識は 0.6％減少しています。 

調査年度 Ｈ10 Ｈ12 Ｈ14 Ｈ15 Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 

満足意識の平均値 12.1％ 11.8％ 11.9％ 11.3％ 20.0％ 21.1％ 21.2％ 

不満意識の平均値 30.5％ 28.3％ 28.9％ 26.5％ 25.0％ 25.3％ 24.7％ 

（平成 16年度に設問の表現を変更したため、平成 15年度以前は参考扱い） 

 

 

調査年度 Ｈ10 Ｈ12 Ｈ14 Ｈ15 Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 
「住みやすい」と
答えた方の割合 

76.4％ 80.7％ 77.7％ 82.2％ 82.3％ 84.9％ 81.7％ 
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（３）時系列分析でみた重要度、満足度の分析 

  

平成 16年度から今年度までの３年間の時系列分析を行いました。 

 

 
＜県全体の３年間の動き＞ 

・満足度が上がっているもの････「雇用」「高速交通網」「道路の整備」 

・満足度が下がっているもの････「子育て環境」 

・特徴的な動きをしているもの･･「地域での防災の取組」「災害対策」 

   平成 17年度に満足度が下がり 18年度は持ち直しています。 

    
 
＜県全体の３年間の動きと地域別の３年間の動きの比較＞（集計資料ｐ155～159） 

・北勢地域･･･ほぼ県全体の動きと同様の動きをしています。 

 

・中南勢地域･･･ほぼ県全体の動きと同様の動きをしています。 

 

・伊勢志摩地域･･･県全体では動きのない「青少年の健全育成」「福祉サービス」「きれいな空気」

「川や海の水」「地球温暖化の防止」において、３年間に満足度が徐々に上がる

という動きが見られます。 

 

・伊賀地域･･･県全体では、平成 16 年度から 18 年度にかけて満足度が大幅に上がっている「高速

交通網」「道路の整備」のうち、「道路整備」については動きがなく、「高速交通網」

については、平成 18年度に満足度が下がるという動きになっています。 

 

・東紀州地域･･･県全体では満足度が上がっている「雇用」について、動きがなく、県全体で動き

のない「医療体制」については、平成 17年度に大幅に満足度が下がり、18年度に

おいてもほとんど変わっていません。 

 
 






